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今
回
は
、
児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

児
童
扶
養
手
当�

　
母
子
家
庭
に
対
し
、
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
進
す
る
た
め
、
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。�

●
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は�

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
１８
歳
未
満

（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
２０
歳
未
満
）

の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
、
母
ま
た
は
養

育
者
（
親
が
い
な
い
子
ど
も
を
親
に
代
わ

っ
て
育
て
て
い
る
方
）
で
、
遺
族
年
金
等

が
受
け
ら
れ
な
い
方
で
す
。�

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も�

・
父
が
死
亡
し
た
子
ど
も�

・
父
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
子
ど
も�

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も�

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
子
ど
も�

・
父
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も�

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

ど
も�

＊
内
縁
関
係
な
ど
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い

な
い
場
合
も
、
婚
姻
と
扱
い
ま
す
。�

＊
申
請
す
る
方
や
同
居
し
て
い
る
方
の
所

得
に
よ
っ
て
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

●
手
当
の
額
は�

　
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
自
動
的
に
改
定

す
る
「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
物
価
指
数
の
下
落

に
よ
り
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
月
額
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

（
子
の
人
数
が
１
人
の
場
合
）�

����

（
子
の
人
数
が
２
人
の
場
合
）�

　
１
人
の
場
合
の
金
額
に
、
５
０
０
０
円

加
算�

（
子
の
人
数
が
３
人
以
上
の
場
合
）�

　
２
人
の
場
合
の
金
額
に
、
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円
加
算�

＊
手
当
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
５

年
を
過
ぎ
た
場
合
な
ど
に
は
、
手
当
の
一

部
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。�

＊
こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

■問
子
育
て
支
援
課
�
○内
２
０
９�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成�

　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
ま
た
は
親
が
い

な
い
た
め
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
る
養
育
者
家
庭
に
対
し
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。�

●
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は�

　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
ま
た
は
養
育
者

家
庭
の
、
１８
歳
未
満
（
一
定
の
障
害
の
あ

る
場
合
は
２０
歳
未
満
）
の
児
童
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
母
ま
た
は
父
、
も
し
く
は
養
育
者

の
方
で
す
。�

＊
申
請
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。�

■問
子
育
て
支
援
課
�
○内
２
０
９�

特
別
児
童
扶
養
手
当�

　
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る

方
に
対
し
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。�

●
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は�

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る

２０
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る
方
で
す
。�

＊
申
請
す
る
方
や
同
居
し
て
い
る
方
の
所

得
に
よ
っ
て
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

●
手
当
の
額
は�

　
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
自
動
的
に
改
定

す
る
「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
物
価
指
数
の
下
落

に
応
じ
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
月
額
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

＊
こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

■問
障
害
福
祉
課
�
○内
４
２
８�

改
定
後�

改
定
前�

全
部
支
給�

一
部
支
給�

４
万
１
７
２
０
円�

４
万
１
７
１
０
円�

〜
９
８
５
０
円�

４
万
１
８
７
０
円�

〜
９
８
８
０
円�

４
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１
８
８
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改
定
後�

改
定
前�
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級�

２ 

級�

５
万
０
７
５
０
円�

５
万
０
９
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０
円�

３
万
３
８
０
０
円�

３
万
３
９
０
０
円�

　６月１７日、「第１０回八潮市中学生音楽フェスティ
バル」が、市内中学校５校の吹奏楽部のほか、八條
小学校と大原小学校の音楽クラブや草加ジュニアオ
ーケストラを迎え、八潮メセナホールにおいて開催
されました。�
　参加校は、アニメ、ポップスなどの思わず体でリ
ズムを取ってしまう曲や吹奏楽の大会で演奏する曲
などを披露し、音楽フェスティバルを盛り上げてい
ました。�

　市では、環境方針を制定し、平成１６年８月１日から環境マネジメ
ントシステムを構築し、環境負荷削減に取り組んでいます。システ
ムの実施の範囲は本庁舎、別館ほか、消防署、保育所等すべての出
先施設で、市の施策・事業がシステムの対象です。�
　市役所では、エコオフィスに取り組み、電気、ガス、水道等の使

用量の削減、ごみ排出量の削減、紙ごみの再資源化を進めています。�
　特に、電気使用量、紙使用量、水使用量、ごみ排出量については、
システムの中で環境マネジメントプログラムを策定し、具体的に削
減目標値を設定、削減に取り組んでいます。また、紙ゴミの再資源
化については、職員の回収作業で４０．８トンの資源化を行いました。�

　今年の、花桃まつり（３月１５日～４月１０日開催）
を題材にした写真コンテストの展示会が、６月５日
から１１日まで、やしお生涯楽習館で開催され、期間
中の９日には、入賞者の表彰式が行われました。�
　応募作品は５５点を数え、市外在住の方からの応募
も多数ありました。入賞者は次のとおりです。（敬称略）�
▽最優秀賞＝小林紀久夫（草加市）▽優秀賞＝安藤隆
志（八潮市）▽観光協会長賞＝安藤隆一（八潮市）▽フ
ラワーパークみんなの手で育てる会長賞＝山田太郎（草
加市）▽佳作＝矢島勲（草加市）、嶋崎祐一（三郷市）�

市内児童生徒の音楽フェスティバル�市内児童生徒の音楽フェスティバル�

熱戦！市民ゲートボール大会�熱戦！市民ゲートボール大会� 山本學さんが朗読劇出演者にアドバイス�山本學さんが朗読劇出演者にアドバイス�

　６月２５日、「第２５回八潮市民ゲートボール大会」が
すえひろ荘ゲートボール場で、１９チーム（約１２０人）が
参加して開催されました。この大会は、本来であれば、
１週間前の６月１８日に開催の予定でしたが、雨のため
延期されたものです。�
　大会は､各チームの親睦を目的としているものの、
競技が始まると選手たちのアドバイスや応援が飛び
交い、熱戦が繰り広げられました。�
　結果は、次のとおりです。�
　優勝＝大曽根西長寿会　準優勝＝高木　第３位＝
和耕長寿会�

　６月１７日、「平和について考えよう」をテーマにこ
の夏上演する朗読劇の練習に、俳優の山本學さんが、
朗読のポイントやマイクの使い方などについてアド
バイスを行いました。�
　この朗読劇は、市民劇団「マクトハウスキューブ」
や、朗読ボランティア「うしお文庫」のメンバーな
どで構成された自主上演グループが演じるものです。�
　山本さんからは、「思ったよりもよくできているの
で感心した」「本番も都合がつけば、皆さんの朗読劇
を見てみたい」との感想をいただきました。�

花桃まつり写真コンテスト花桃まつり写真コンテスト�花桃まつり写真コンテスト�

　
一
年
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
増

え
る
夏
、
県
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

�

夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
践�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
　
６
月
１
日
〜
９
月

３０
日�

　
冷
房
温
度
の
設
定
を
２８
℃
に
し
、
す
だ

れ
や
カ
ー
テ
ン
を
利
用
す
る
な
ど
、
涼
し

く
過
ご
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
オ
フ
ィ

ス
で
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
で
。�

�

夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
　
６
月
１
日
〜
８
月

３１
日�

　
一
日
、
環
境
に
よ
い
生
活
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
省
エ
ネ
・
省
資
源

の
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
把
握
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
自
治
会
、
学
校
、
団
体
、
企
業
単
位
で
、

ま
た
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
加
で

き
ま
す
。�

（http://w
w

w
.kannet-sai.org/

ecolife/index.htm
l

）�
�

省
エ
ネ
型
家
電
拡
大�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
　
６
月
１６
日
〜
８
月

３１
日�

　
県
内
の
家
電
販
売
店
等
の
ご
協
力
に
よ

り
、
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）

と
い
っ
た
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
性
能
（
Ａ

〜
Ａ
Ａ
Ａ
）
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
省

エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
表
示
し
ま
す
。�

�

　
地
球
温
暖
化
防
止
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
主
役
で
す
。
身
近
な
省
エ
ネ
を
お

願
い
し
ま
す
。�

■問
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課
�
０４８
・
８３０
・

３
０
３
０
、
市
環
境
課
�
○内
２
３
５�

　
私
た
ち
が
毎
日
生
活
す
る
う
え
で
、

た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
を
消

費
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
に
よ
る

気
温
の
上
昇
は
、
昨
年
の
猛
暑
や
集
中

豪
雨
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
異
常
気
象

を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
は
、
何
ら
か
の

形
で
地
球
温
暖
化
を
招
き
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
次
の
温
暖

化
対
策
を
参
考
に
地
球
温
暖
化
防
止
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
省
資
源
は
温
暖
化
防
止
だ
け
で

な
く
経
費
の
削
減
に
も
通
じ
ま
す
。�

平成１７年度の市役所のエコオフィス取り組み状況を報告します。�

地球温暖化防止への取り組み�

　平成１７年度の削減目標値については、電気は平成１３・１４・１５年度の
使用量の平均値と比較して１０パーセント削減、紙の使用量は平成１５
年度と比較して７パーセント削減、水は平成１５年度の使用量と比較
して５パーセントの削減、ごみ排出量については平成１５年度と比較
して１５パーセント削減することを目標に取り組みました。�
　削減結果については右表のとおりですが、ごみ排出量以外の項目
は削減目標を達成できませんでした。�
　削減量については、電気使用量の削減量が９０,７３７ｋｗｈ、水道使用
量の削減量が３５３立方メートル、ごみ排出削減量が２１,９８７キログラ
ムでしたが、紙使用量の削減については、残念ながら２７４,１６２枚の
増で削減は達成できませんでした。また、１７年度の電気等削減の取
り組みによる合計削減額は２，１９０，００１円でした。�

削減取り組み結果と削減額�

　平成１７年度の二酸化炭素の排出量は、それぞれのエネルギーの使
用量（単位は㎏－ＣＯ２）に排出係数を乗じて計算をします。平成１５
年度の二酸化炭素の排出量と、エコオフィスの取り組みによる削減
量との比較は右表のようになり、９３，７０３キログラム削減することが
できました。�

※二酸化炭素９３．７トンの削減量は、森林２６．２ヘクタールが年間に吸収する量と同じです。また、
高さ２２ｍ、胸高直径２６㎝の５０年生杉６，６９３本が１年間に吸収する二酸化炭素量に相当します。�
①森林換算（ヘクタール）＝二酸化炭素排出削減量（トン）÷３．５７�
②高さ２２ｍ、胸高直径２６㎝の５０年杉が、１年間に吸収する量約１４キログラムから算出�

二酸化炭素排出削減量取り組み結果� エネルギー等�

削減項目�

電気使用量�
（単位：ｋｗｈ）�

紙使用量�
（単位：枚）�

水使用量�
（単位：�）�

ごみ排出量�
（単位：㎏）�

平成１７年度�

３，０２９，４３８�

３，０８３，２７１�

３４，４３０�

49,093

３，１２０，１７５�

２，８０９，１０９�

３４，７８３�

７１，０８０�

９０，７３７�

▲２７４，１６２�

３５３�

２１，９８７�

２．９�

▲９．８�

３．０�

３０．９�

２５�

３．２�

２７０�

３２�

２，２６８，４２５�

▲８７７，３１８�

９５，３１０�

７０３，５８４�

平成１５年度� 削減量� 削減率�

合計削減額（円）� ２，１９０，００１�

単価�
（円）�

削減額�
（円）�

電気�
水�
ごみ�
合計�

０．３８１�
０．５８６�
２．６８�
－�

１，１５４，２１６�
２０，１７６�
１３１，５６９�
１，２９６，８７３�

１，１８８，７８７�
２０，３８３�
１９０，４９４�
１，３９０，３０３�

　３４，５７１�
　２０７�

　５８，９２５�
　９３，７０３�

排出係数�
二酸化炭素削減量�
（㎏）�

平成１７年度�
二酸化炭素排出量（㎏）�

平成１５年度�
二酸化炭素排出量（㎏）�

※単価は、平成１６年度取り組み結果で使用した単価としました。�

●電気使用量：平成１３・１４・１５年度の平均値と比較して電気使用量を１０パーセント削減する。�
●紙　使　用　量：平成１５年度に比較して、紙使用量を７パーセント削減する。�
●水　使　用　量：平成１５年度に比較して、水使用量を５パーセント削減する。�
●ごみ排出量：平成１５年度に比較して、ごみ排出量を１５パーセント削減する。�

平成１７年度削減目標�
▲印は増加�

環境課���　 235内 問 


